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■  特別陳列 加賀藩前田家の名刀
ー天下五剣の名宝「大典太光世」が石川にー【前田育徳会尊經閣文庫分館】

■ 国宝《剣　銘 吉光》と刀絵図【古美術】

■ 幾何学文様のデザイン【近現代工芸】

■ 優品選【近現代絵画・彫刻】

 4月の企画展示室
 展覧会回顧
 アンケートキャンペーンのお知らせ
 4月の行事予定
 アラカルト　ただいま展示中

脇田和《あい坊と猫》1948年
石川県立美術館蔵

　ー「脇田和と佐藤忠良ー子どもへのまなざしー」よりー

佐藤忠良《ふざけっこ》1964年
宮城県美術館蔵

脇田和と佐藤忠良 ー子どもへのまなざしー
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脇田和《おだんごぱん》絵本原画　脇田美術館蔵 佐藤忠良《おおきなかぶ》絵本原画　宮城県美術館蔵

石
川
県
立
美
術
館
は
２
０
１
５
年
、脇
田
美
術
館
よ
り
画

家
・
脇
田
和（
１
９
０
８
～
２
０
０
５
）の
作
品
３
１
７
点
の

寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。本
展
は
、そ
の
脇
田
の
作
品
の
魅
力

を
、戦
後
日
本
の
具
象
彫
刻
を
リ
ー
ド
し
た
佐
藤
忠
良（
１
９

１
２
～
２
０
１
１
）を
交
え
て
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

脇
田
和
と
佐
藤
忠
良
の
交
友
は
、１
９
３
６
年（
昭
和
11
）

に
猪
熊
弦
一
郎
、小
磯
良
平
、脇
田
和
な
ど
が
芸
術
の
純
粋
性

を
唱
え
て
設
立
し
た
新
制
作
派
協
会
を
活
動
の
中
心
と
し
て

い
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。絵
画
と
彫
刻
と
い
う
、分
野
は
違

え
ど
戦
後
の
日
本
の
新
し
い
美
術
の
潮
流
を
作
り
上
げ
た
仲

間
の
二
人
で
す
が
、自
身
の
子
ど
も
を
は
じ
め
、子
ど
も
を

テ
ー
マ
と
し
た
多
く
の
絵
画
・
彫
刻
作
品
を
制
作
し
、『
お
だ

ん
ご
ぱ
ん
』（
画
・
脇
田
和
）と『
お
お
き
な
か
ぶ
』（
画
：
佐
藤
忠

良
）な
ど
絵
本
画
家
と
し
て
も
名
高
い
二
人
で
も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
絵
本
原
画
を
は
じ
め
子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
が
感
じ

ら
れ
る
作
品
や
代
表
的
な
絵
画
、彫
刻
を
展
示
し
、二
人
の
関

わ
り
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。

観
覧
料

　

�

一　

般　

１
，０
０
０
円（
８
０
０
円
）

　

大
学
生�　
　

８
０
０
円（
６
０
０
円
）

　

高
校
生
以
下
無
料

＊
2
階
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
観
覧
料
を
含
む

＊�（　

）内
は
65
歳
以
上
の
方
お
よ
び
団
体
料
金（
20
名
以
上
）

＊�

身
体
障
が
い
者
・
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
・
療
育
手
帳
を

お
持
ち
の
方
、ま
た
は
ミ
ラ
イ
ロ
Ｉ
Ｄ
を
ご
提
示
の
方
お

よ
び
付
き
添
い
の
方
1
名
は
観
覧
無
料

関
連
行
事

■�

講
演
会「
絵
本
の
絵
を
よ
む　
『
お
だ
ん
ご
ぱ
ん
』と『
お
お

き
な
か
ぶ
』ほ
か
」

日　

時
：
4
月
28
日（
日
）　

13
時
30
分
～
15
時

会　

場
：
石
川
県
立
美
術
館　

ホ
ー
ル

講　

師
：
松
村
敏
夫
氏（
福
音
館
書
店�

絵
本
研
究
室
）

＊
参
加
無
料
・
申
込
不
要

■
土
曜
講
座

5
月
11
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時

「
脇
田
和
・
佐
藤
忠
良
の
絵
本
の
仕
事
」講
師
：
深
山
千
尋

（
当
館
学
芸
員
）

5
月
18
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時

「
彫
刻
家
・
佐
藤
忠
良
」講
師
：
日
置
樹
也（
当
館
学
芸
員
）

会　

場
：
石
川
県
立
美
術
館　

講
義
室

＊
聴
講
無
料
・
申
込
不
要

■
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日　

時
：�

5
月
5
日（
日
）、12
日（
日
）、19
日（
日
）、26
日（
日
）

各
日
13
時
30
分
～
14
時
30
時

＊
要
観
覧
料
・
申
込
不
要

石
川
県
立
図
書
館
と
の
連
携
事
業

■
司
書
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
会

内　

容
：『
お
だ
ん
ご
ぱ
ん
』『
お
お
き
な
か
ぶ
』ほ
か

　

①
日　

時
：�

4
月
27
日（
土
）、5
月
5
日（
日
）、11
日（
土
）、

19
日（
日
）、25
日（
土
）各
日
11
時
30
分
～
12
時

　
　

会　

場
：
石
川
県
立
美
術
館　

2
階
Ｖ
Ｒ
シ
ア
タ
ー

　

②
日　

時
：�

4
月
28
日（
日
）、5
月
12
日（
日
）、26
日（
日
）

各
日
10
時
30
分
～
11
時
00
分

　
　

会　

場
：
石
川
県
立
図
書
館�

こ
ど
も
エ
リ
ア

＊
い
ず
れ
の
会
場
も
参
加
無
料
・
申
込
不
要

■�
関
連
ミ
ニ
展
示「
脇
田
和
と
佐
藤
忠
良
が
手
が
け
た
絵
本

た
ち
」

会　

期
：
2
月
1
日（
木
）～
6
月
2
日（
日
）

会　

場
：
石
川
県
立
図
書
館
4
階
リ
ン
グ
西
側

企画展（第7・8・9展示室）
脇田和と佐藤忠良 ―子どもへのまなざし―

4月24日（水）～5月26日（日）　会期中無休

主催／石川県立美術館　特別協力／宮城県美術館、北國新聞社
後援／NHK金沢放送局、MRO北陸放送、石川テレビ放送、テレビ金沢、HAB北陸朝日放送
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重要文化財《短刀　銘 吉光（名物 前田藤四郎）》 国宝《刀　無銘義弘（名物富田江）》

本
展
で
は
前
号
で
紹
介
し
た
国
宝《
太
刀　

銘�

光
世
作

（
名
物
大
典
太
）》に
加
え
て
、国
宝《
刀　

無
銘
義
弘（
名
物

富
田
江
）》、重
要
文
化
財《
短
刀　

銘�

吉
光（
名
物
前
田
藤
四

郎
）》（
い
ず
れ
も
前
田
育
徳
会
蔵
）も
展
示
し
ま
す
。こ
れ
ら

名
刀
が
一
堂
に
展
示
さ
れ
る
の
は
、旧
館
以
来
実
に
57
年
ぶ

り
と
な
り
ま
す
。

「
名
物
富
田
江
」は
、南
北
朝
時
代
に
活
動
し
た
刀
工
、江
義

弘
の
作
。義
弘
は
相
州
正
宗
の
弟
子
と
い
わ
れ
、越
中
国
新
川

郡
松
倉
鄕
に
住
ん
だ
こ
と
か
ら
、鄕
義
弘
ま
た
は
江
義
弘
と

称
さ
れ
ま
す
。そ
こ
に
は「
鄕
」と「
江
」は
草
書
体
が
類
似
し

て
い
る
と
い
う
事
情
も
あ
る
よ
う
で
す
。本
展
で
は
、国
宝
の

指
定
名
称
に
合
わ
せ
て「
江
」と
表
記
し
ま
す
。義
弘
の
作
は

粟
田
口
吉
光
・
相
州
正
宗
と
並
ん
で
天
下
三
作
と
呼
ば
れ
珍

重
さ
れ
ま
し
た
。

本
作
は
、も
と
豊
臣
秀
吉
の
家
臣
、富
田
一
白（
左
近
将
監

信
広
）が
所
持
し
て
い
た
こ
と
か
ら「
富
田
江
」と
呼
ば
れ
ま

す
。そ
れ
を
堀
秀
政
が
購
入
し
秀
吉
に
献
上
し
、慶
長
3
年

（
１
５
９
８
）秀
吉
の
遺
物
分
け
で
前
田
利
長
に
下
賜
さ
れ
ま

し
た
。そ
の
後
、利
長
の
遺
品
と
し
て
将
軍
徳
川
秀
忠
に
献
上

し
、前
田
利
常
の
時
に
再
び
前
田
家
に
下
賜
さ
れ
ま
し
た
。義

弘
の
作
の
中
で
も
第
一
の
名
刀
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
名
物
前
田
藤
四
郎
」は
、加
賀
藩
祖
・
前
田
利
家
の
次
男
・

前
田
利
政（
孫
四
郎
）か
ら
嫡
子
の
前
田
直
之（
三
左
衛
門
）に

伝
わ
り
、前
田
直
之
か
ら
前
田
利
常
に
献
上
さ
れ
、以
後
前
田

家
に
代
々
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。「
前
田
藤
四
郎
」の
名
は
、当
初

利
政
が
所
持
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

前田育徳会尊經閣文庫分館

特別陳列　加賀藩前田家の名刀
ー天下五剣の名宝「大典太光世」が石川にー
3月26日（火）～5月26日（日）　休館日：4月16日（火）～20日（土）

前
田
利
政
は
能
登
国
七
尾
城
主
で
し
た
が
、関
ケ
原
の
戦
い
で
徳
川
家
康
に
従
わ
な
か
っ
た
た
め
所
領
を
没
収
さ

れ
、そ
の
後
京
都
の
豪
商
、角
倉
素
庵
の
長
男
玄
紀
に
利
政
の
長
女
が
後
妻
と
し
て
嫁
い
だ
こ
と
か
ら
、京
都
嵯
峨
の

角
倉
邸
に
隠
棲
し
ま
し
た
。本
阿
弥
光
悦
と
も
交
流
が
あ
り
、近
年
初
公
開
さ
れ
た
書
状
に
は
、光
悦
が
加
賀
の
前
田

利
常
の
様
子
を
伝
え
る
興
味
深
い
記
述
が
あ
り
ま
す
。素
庵
と
光
悦
の
つ
な
が
り
か
ら
、俵
屋
宗
達
と
も
交
流
が
あ
っ

た
可
能
性
も
高
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
前
田
藤
四
郎
」を
扱
わ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
今
回
が
3
回
目
と
な
り
ま
す
が
、そ
の
た
び
に
本
作
に
は
利
政
の
気

骨
と
、嵯
峨
野
に
ま
つ
わ
る“
あ
は
れ
”の
情
感
が
投
影
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

学芸員の眼
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古美術（第2展示室）

国宝《剣　銘 吉光》と刀絵図
3月26日（火）～5月26日（日）　休館日：4月16日（火）～20日（土）

今
回
は
、重
要
美
術
品《
刀
絵
図
》に
つ
い
て
改
め
て
紹
介

し
ま
す
。前
号
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、本
阿
弥
光
徳
が
文
禄
4
年

（
１
５
９
５
）に
制
作
し
た
本
作
に
は
、主
と
し
て
豊
臣
秀
吉

の
蔵
刀
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。特
に「
太
閤
御
物
」と
し
て

名
声
の
高
い
も
の
な
ど
が
、当
時
の
姿
で
収
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
第
一
級
の
史
料
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
阿
弥
光
徳（
１
５
５
４
～
１
６
１
９
）は
、桃
山
か
ら
江

戸
時
代
前
期
の
刀
剣
鑑
定
家
で
、本
阿
弥
光
刹
の
長
男
で
す
。

本
阿
弥
宗
家
の
9
代
に
あ
た
り
、分
家
の
本
阿
弥
光
悦（
１
５

５
８
～
１
６
３
７
）と
は
従
兄
弟
の
関
係
と
な
り
ま
す
。豊
臣

秀
吉
に
信
任
さ
れ
、慶
長
年
間
の
初
め
ご
ろ
刀
剣
極
め
所
と

折
紙
発
行
を
許
可
さ
れ
、そ
の
後
徳
川
家
康
に
仕
え
ま
し
た
。

本
作
の
よ
う
な「
本
阿
弥
光
徳
刀
絵
図
」が
数
種
伝
存
し
て
お

り
、今
回
展
示
さ
れ
た
も
の
は
、重
要
美
術
品
指
定
当
時
の
所

蔵
者
か
ら
大
友
本
と
通
称
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

本
作
は
、雁
皮
紙
に
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
で
形
状
、刃
文
、銘
、彫

り
物
を
描
き
、雁
皮
を
主
体
と
し
た
混
合
紙
を
台
紙
と
し
て

40
口
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。描
線
に
は
た
め
ら
い
が
な
く
、

光
徳
の
鑑
定
修
行
の
厳
し
さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま
た
粟
田
口
吉
光
が
巻
頭
か
ら
12
口
収
録
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
数
は
同
じ
く
天
下
三
作
の
正
宗
や
江
義
弘
よ
り
多
い
と

い
う
事
実
は
、こ
の
刀
工
の
高
い
歴
史
的
評
価
を
伝
え
る
も

の
と
し
て
注
目
さ
れ
ま
す
。さ
ら
に
本
作
は
、足
利
将
軍
家
に

よ
り
権
威
付
け
ら
れ
た
刀
剣
を
、秀
吉
が
所
持
す
る
こ
と
で
、

成
り
上
が
り
者
で
あ
っ
た
自
身
の
権
威
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の

に
強
化
し
た
足
跡
と
し
て
も
、再
評
価
す
る
意
義
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

重要美術品《刀絵図》（部分）
国宝《剣　銘　吉光》（部分）　
白山比咩神社蔵

秀
吉
に
愛
好
さ
れ
た
吉
光
の
出
身
地
は
、越
前
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。鎌
倉
時
代
に
京
都
東
山
の
粟
田
口
に
開
い

た
刀
工
一
派
で
あ
る「
粟
田
口
派
」の
中
で
は
、最
も
有
名
で
、国
吉
の
子
あ
る
い
は
弟
子
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。鍛

冶
の
み
な
ら
ず
、書
も
学
ん
だ
と
さ
れ
、国
宝《
剣　

銘�
吉
光
》（
白
山
比
咩
神
社
蔵
）や
重
要
文
化
財《
短
刀　

銘�

吉

光（
名
物
前
田
藤
四
郎
）》（
前
田
育
徳
会
蔵
）の
銘
ふ
り
に
も
そ
れ
が
表
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。短
刀
の
名
手
と
し
て

知
ら
れ
、太
刀
は
生
涯
一
刀
し
か
鍛
え
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、そ
れ
が「
一
期
一
振
」で《
刀
絵
図
》に
も
収
録
さ

れ
て
い
ま
す
。大
坂
夏
の
陣
で
は
、豊
臣
秀
頼
が「
一
期
一
振
」を
指
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。大
坂
城
落
城
の

際
に
焼
け
て
、こ
の
名
刀
を
惜
し
ん
だ
徳
川
家
康
が
越
前
康
継
に
再
刃
さ
せ
ま
し
た
。

学芸員の眼
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近現代絵画・彫刻（第3･4･6展示室）

優品選
4月21日（日）～5月26日（日）　会期中無休

近現代工芸（第5展示室）

幾何学文様のデザイン
前期：4月21日（日）～5月26日（日）
後期：6月1日（土）～6月23日（日）

日
本
画
分
野
で
は「
街
並
み
を
愛
で
る
」と
題
し
、小
テ
ー

マ
展
示
を
行
い
ま
す
。我
が
国
に
お
い
て「
街
並
み
」を
画
題

と
し
た
絵
画
は
、古
く
は
室
町
時
代
の「
洛
中
洛
外
図
」が
あ

り
ま
す
。や
が
て
浮
世
絵
版
画
さ
ら
に
は
新
版
画
な
ど
が
登

場
し
、図
式
表
現
か
ら
抒
情
表
現
に
変
遷
し
、現
代
に
至
り
ま

す
。変
わ
り
ゆ
く
見
慣
れ
た
風
景
を
絵
に
閉
じ
込
め
る
、画
家

た
ち
の
挑
戦
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

油
彩
画
分
野
か
ら
は
、立
見
榮
男《
雷
神
》を
ご
紹
介
し
ま

す
。立
見
榮
男
は
、河
童
や
風
神
雷
神
、鯰
や
犬
な
ど
が
登
場

す
る
夢
幻
の
世
界
を
、色
彩
豊
か
に
描
く
作
風
が
特
徴
的
な

作
家
で
す
。本
作
に
も
、重
厚
か
つ
カ
ラ
フ
ル
な
色
彩
の
画
面

に
、雷
神
や
生
き
物
た
ち
の
姿
が
見
え
、明
る
く
不
可
思
議
な

世
界
の
営
み
を
覗
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
し
て
企
画
展
と
関
連
し
、水
彩
・
素
描
分
野
か
ら
脇
田
和

の
作
品
を
ご
紹
介
。脇
田
は
素
描
作
品《
フ
ァ
ミ
リ
ー
》の
制

作
の
前
年
に
心
筋
梗
塞
で
入
院
し
て
い
ま
す
。作
品
の
中
の

家
族
た
ち
は
穏
や
か
な
表
情
を
こ
ち
ら
に
向
け
、家
族
と
過

ご
す
時
間
を
慈
し
む
気
持
ち
が
表
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。ぬ

く
も
り
を
感
じ
さ
せ
る
色
調
が
、こ
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
暖
か

な
ひ
と
つ
の
物
語
を
語
っ
て
い
ま
す
。

第
4
展
示
室
、彫
刻
分
野
か
ら
は
首
像
、胸
像
に
焦
点
を
当

て
て
ご
紹
介
し
ま
す
。木
村
珪
二《
ね
ん
り
ん
》は
、作
者
が
取

り
組
ん
だ
年
配
の
男
性
を
モ
デ
ル
と
し
た
作
品
で
す
。「
ね
ん

り
ん
」と
い
う
題
の
通
り
、年
を
重
ね
た
男
性
の
静
か
な
魅
力

が
表
れ
て
い
ま
す
。企
画
展
と
合
わ
せ
て
、彫
刻
作
品
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

幾
何
学
文
様
と
は
、点
や
線
・
面
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
文
様

の
こ
と
で
、こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、連
続
さ
せ
た
り
、

大
き
さ
や
太
さ
を
変
え
て
配
列
す
る
こ
と
で
、さ
ま
ざ
ま
な

文
様
が
生
ま
れ
ま
す
。日
本
で
は
、古
来
よ
り
幾
何
学
文
様
が

施
さ
れ
た
陶
磁
器
、漆
器
、染
織
な
ど
の
工
芸
作
品
が
つ
く
ら

れ
、時
代
を
経
る
ご
と
に
単
純
な
文
様
か
ら
複
雑
な
文
様
構

成
へ
と
発
展
し
、現
代
に
お
い
て
は
作
家
の
表
現
方
法
の
1

つ
と
し
て
、重
要
な
文
様
と
な
っ
て
い
ま
す
。

展
示
で
は
、幾
何
学
文
様
で
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
工
芸
や
、幾

何
学
的
な
形
状
を
し
た
作
品
を
、「
幾
何
学
文
様
の
デ
ザ
イ

ン
」、「
連
続
文
様
」、「
線
の
表
現
」、「
幾
何
学
の
か
た
ち
」の
4

つ
の
パ
ー
ト
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。

「
幾
何
学
文
様
の
デ
ザ
イ
ン
」で
は
、当
館
所
蔵
の《
色
絵
石

畳
双
鳳
文
平
鉢
　
古
九
谷
》に
み
る
よ
う
な
石
畳
文
を
、□
や

∟
、点
な
ど
の
幾
何
学
的
な
形
に
分
解
し
て
、そ
れ
を
再
度
リ

ズ
ミ
カ
ル
に
構
成
し
た
、嵐
一
夫《
色
絵
幾
何
文
大
皿
》を
紹

介
し
ま
す
。「
連
続
文
様
」で
は
、釉
薬
の
濃
淡
に
よ
っ
て
生
み

出
さ
れ
た
菱
形
の
連
続
文
様
が
美
し
い
三
代
德
田
八
十
吉

《
燿
彩
鉢
》を
、「
線
の
表
現
」で
は
、線
と
線
と
を
組
み
合
わ
せ

て
生
ま
れ
た
様
々
な
図
形
に
友
禅
染
を
施
し
、街
の
景
色
や

人
々
を
抽
象
的
に
表
現
し
た
成
竹
登
茂
男《
街
の
断
片
》を
紹

介
し
ま
す
。最
後
に「
幾
何
学
の
か
た
ち
」で
は
、〇
と
△
と
□

を
そ
れ
ぞ
れ
象
っ
た
、久
世
建
二
の《
落
下
》シ
リ
ー
ズ
3
点

を
紹
介
し
ま
す
。

線
や
図
形
に
よ
る
様
々
な
表
現
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

嵐一夫《色絵幾何学文大皿》立見榮男《雷神》
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第3～9展示室
第80回現代美術展
洋画・彫刻・工芸・写真

3月28日（木）～4月15日（月）　会期中無休    

展覧会回顧

よみがえった文化財
－保存活用を支える修復技術－
会期　1月4日（木）～2月12日（月･休）

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
は
、改
め
て
文
化
財
を
守
り
、伝

え
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
と
、地
域
に
お
け
る
美
術
館
の
使

命
を
考
え
る
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。本
展
は
、文
化
財
修
復

を
地
域
文
化
の
本
質
的
な
独
自
性
と
位
置
付
け
、藩
政
期
か

ら
修
復
工
房
開
設
に
至
る
石
川
の
文
化
風
土
を
再
認
識
し
つ

つ
、文
化
財
の
保
存
・
修
復
の
成
果
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

地
域
間
の
連
携
な
ど
、こ
れ
か
ら
の
文
化
財
活
用
を
展
望
す

る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
予
定
通
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
1
章
は「
文
化
財
修
復
の
先
駆
者　

加
賀
藩
主
・
前
田
家

の
業
績
と
思
想
」と
し
、全
国
の
大
名
に
先
が
け
て
明
確
な
思

想
に
基
づ
い
た
文
化
財
の
保
存
修
復
を
実
践
し
た
加
賀
藩
5

代
藩
主
・
前
田
綱
紀
に
改
め
て
着
目
し
ま
し
た
。第
2
章
は

「
石
川
県
文
化
財
保
存
修
復
工
房
の
設
立
と
実
績
」と
し
ま
し

た
。当
館
開
館
以
来
取
り
組
ん
で
き
た
修
復
事
業
が
、１
９
９

７
年
に
美
術
館
付
属
の
専
用
施
設
が
石
川
県
文
化
財
保
存
修

復
工
房
と
し
て
開
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
拡
充
し
、２
０
１

６
年
の
新
築
移
転
を
経
て
今
日
に
至
る
過
程
で
の
修
復
実
績

を
体
系
的
に
紹
介
し
ま
し
た
。

第
3
章
は「
赤
羽
刀
、白
山
信
仰（
下
山
仏
と
白
山
曼
荼
羅
）

―
そ
の
他
の
実
績
」と
し
て
、国
か
ら
譲
与
を
受
け
て
研
磨
し

た
旧
赤
羽
刀
と
、白
山
信
仰
の
仏
像
、仏
画
を
紹
介
し
ま
し

た
。最
後
の
第
4
章
は「
保
存
修
復
と
活
用
そ
し
て
連
携
―
な

ら
歴
史
芸
術
文
化
村
の
活
動
」と
し
て
、同
村
の
活
動
の
中
か

ら
、レ
プ
リ
カ
に
対
す
る
新
た
な
視
点
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
本
展
で
は
、通
常
の
講
座
・
講
演
会
に
加
え
て
、美
術

館
な
ら
で
は
の
視
点
に
よ
る
演
奏
会
や
、文
化
財
保
存
修
復

工
房
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
関
連
事
業
に
も
注
力
し
、

好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昭
和
20
年
10
月
に
第
1
回
展
が
開
催
さ
れ
た
現
代
美
術
展

は
、本
年
80
回
展
を
迎
え
ま
す
。そ
の
間
、文
化
勲
章
受
章
者
、

日
本
芸
術
院
会
員
、人
間
国
宝
を
は
じ
め
、多
く
の
実
力
作
家

を
生
み
出
し
、そ
の
成
果
は「
美
術
王
国
石
川
」と
し
て
大
き

く
花
開
い
て
お
り
ま
す
。

本
展
で
は
、日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書
・
写
真
の
六
部

門
に
、石
川
県
美
術
文
化
協
会
会
員
ら
の
秀
作
と
、一
般
公
募

か
ら
の
入
賞
・
入
選
者
の
意
欲
作
を
所
属
会
派
を
超
え
て
一

堂
に
展
示
し
ま
す
。

ま
た
第
80
回
を
記
念
し
て
、過
去
10
年
の
美
術
文
化
大
賞

を
受
賞
し
た
作
品
を
、石
川
県
立
美
術
館
に
お
い
て
展
示
し

ま
す
。

◇
部　

門

洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
写
真

※
金
沢
21
世
紀
美
術
館
で
は
、日
本
画・書
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

◇
観
覧
料（
金
沢
21
世
紀
美
術
館
と
共
通
）

一　

般

高
校・大
学
生

小
中
学
生

当　

日

１
，０
０
０
円

７
０
０
円

６
０
０
円

前
売
り
　

 

９
０
０
円

６
０
０
円

５
０
０
円

※ 

団
体（
20
人
以
上
）は
団
体
割
引（
前
売
り
料
金
か
ら 

１
０
０
円
引
き
）

※
当
館
友
の
会
会
員
は
会
員
証
の
提
示
で
団
体
料
金

◇
連
絡
先

一
般
財
団
法
人
石
川
県
美
術
文
化
協
会

　

電
話
：  

０
７
６

－

２
６
０

－

３
５
８
１ 

（
平
日
午
前
10
時
～
午
後
6
時
）

主催／一般財団法人石川県美術文化協会、北國新聞社、
　　　一般財団法人石川県芸術文化協会、北陸放送、テレビ金沢、
　　　石川県、金沢市、石川県教育委員会、金沢市教育委員会
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石
川
県
立
美
術
館
の
展
覧
会
や
Ｖ

Ｒ
シ
ア
タ
ー
を
ご
覧
い
た
だ
き
、ア

ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
く
だ
さ
っ
た
方

に
、オ
リ
ジ
ナ
ル
し
お
り
4
種
類
の

う
ち
お
好
き
な
も
の
を
1
枚
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。し
お
り
が
な
く
な

り
次
第
終
了
し
ま
す
の
で
、お
早
め

に
！

し
お
り
と
の
引
換
方
法

当
館
の
ア
ン
ケ
ー
ト（
次
の
3
種
）に
回
答
い
た
だ
き
、記
入
済
み
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
2
階

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
受
付
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。ア
ン
ケ
ー
ト
1
種
に
つ
き
、お
好
き
な
も
の
1

枚
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。当
館
主
催
の
企
画
展
会
期
中
は
、1
階
企
画
展
受
付
で
も
引
き
換
え
ま

す
。

①
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
ア
ン
ケ
ー
ト

�

2
階
で
開
催
中
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
を
ご
観
覧
い
た
だ
き
、出
口
付
近
に
設
置
し
て
あ
る

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
。コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
観
覧
料
が
必
要
で
す
。

②
Ｖ
Ｒ
シ
ア
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
示
エ
リ
ア
の
Ｖ
Ｒ
シ
ア
タ
ー
に
て
上
映
し
て
い
る
映
像
を
ご
覧
い
た
だ

き
、Ｖ
Ｒ
シ
ア
タ
ー
前
に
設
置
し
て
あ
る
Ｖ
Ｒ
シ
ア
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
。コ
レ
ク

シ
ョ
ン
展
観
覧
料
が
必
要
で
す
。

※�

1
日
3
回（
10
時
30
分
～
、13
時
30
分
～
、15
時
30
分
～
）上
映
し
て
い
ま
す

　

�

く
わ
し
い
上
映
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

4
月
の
行
事
予
定

ア
ン
ケ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
お
知
ら
せ

企
画
展「
脇
田
和
と
佐
藤
忠
良
―
子
ど
も
へ
の
ま
な
ざ
し
―
」関
連
行
事

27
日（
土
）

■
石
川
県
立
図
書
館
司
書
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
会　

11
時
30
分
～
12
時 

�

美
術
館
２
階
Ｖ
Ｒ
シ
ア
タ
ー　

無
料　

申
込
不
要

28
日（
日
）

■
講
演
会�

13
時
30
分
～
15
時　

美
術
館
ホ
ー
ル　

無
料　

申
込
不
要

演
題
： 「
絵
本
の
絵
を
よ
む『
お
だ
ん
ご
ぱ
ん
』と『
お
お
き
な
か
ぶ
』ほ

か
」

講
師
：
松
村
敏
夫
氏（
福
音
館
書
店 

絵
本
研
究
室
）

③
企
画
展
ア
ン
ケ
ー
ト

1
階
企
画
展
示
室
で
開
催
中
の
当
館
主
催
企
画
展
を
ご
観
覧
い
た
だ
き
、出
口
付
近
に
設
置
し

て
あ
る
企
画
展
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
。企
画
展
観
覧
料
が
必
要
で
す
。

※
企
画
展
会
期
中
の
み
ご
回
答
い
た
だ
け
ま
す

注
意
事
項

⃝
�

対
象
と
な
る
展
覧
会
は
当
館
主
催
の
も
の
に
限
り
ま
す
。２
０
２
４
年
度
は
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

と
企
画
展「
脇
田
和
と
佐
藤
忠
良
」「
能
登
が
育
ん
だ
作
家
た
ち
」「
ま
る
ご
と
奈
良
博
」「
食
を
彩

る
工
芸
」が
対
象
で
す
。

⃝
�

上
記
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
同
時
に
回
答
い
た
だ
く
こ
と
は
可
能
で
す
が
、同
一
の
展
覧
会
お
よ
び

Ｖ
Ｒ
シ
ア
タ
ー
に
対
す
る
回
答
は
一
度
限
り
で
す
。

⃝

し
お
り
と
の
引
換
は
ご
観
覧
当
日
に
限
り
ま
す
。
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石川県立美術館だより
第486号〈毎月発行〉
2024年4月1日発行
〒920-0963
金沢市出羽町2番1号
Tel:076（231）7580
Fax:076（224）9550
URL https://www.ishibi.pref.ishikawa.jp/

ご利用案内
コレクション展観覧料
一　般　370円（290円）

大学生　290円（230円）

高校生以下　無料
※（　　）内は団体料金
4月1日は第1月曜により
コレクション展示室無料の日

開館時間
午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
午前10：00～午後6：00

4月の休館日は
16日（火）～20日（土）

石川県立美術館は電源立地地域対策
交付金を活用して運営しています。

前田育徳会
尊經閣文庫分館 第２展示室

令和６年６月１日（土）
～６月23日（日）

会期中無休
歴代藩主の甲冑・

陣羽織と加賀象嵌鐙Ⅰ 古九谷と再興九谷

次回の展覧会

第５展示室 第３・４・６展示室 企画展示室

幾何学文様のデザイン 優品選
【近現代絵画・彫刻】 能登が育んだ作家たち

１
６
３
７
年
3
月
に
、佐
賀
藩
が
有
田
か
ら
日
本
人
陶
工
８
２
６
人
を
追
放
し
て
い
ま
す
。追
放

の
理
由
は
、窯
の
乱
立
に
よ
っ
て
、燃
料
と
な
る
松
が
枯
渇
す
る
の
を
防
ぐ
た
め
と
さ
れ
ま
す
が
、

日
本
人
の
み
を
追
放
し
て
い
る
事
実
の
背
景
に
は
、キ
リ
シ
タ
ン
陶
工
の
排
除
が
あ
っ
た
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
し
て
同
年
６
月
に
利
常
は
、平
戸
、長
崎
に
藩
士
を
町
人
に
変
装
さ
せ
て

派
遣
し
、名
物
裂
や
茶
道
具
の
購
入
に
当
た
ら
せ
て
い
ま
す
。そ
の
際
に
、京
都
か
ら
吉
文
字
屋
庄

兵
衛
を
同
道
し
た
こ
と
が『
三
壺
聞
書
』に
記
さ
れ
て
お
り
、京
都
の
商
人
の
現
地
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
活
用
し
、金
に
糸
目
を
つ
け
ず
に
優
品
を
購
入
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、利
常
に
よ
る
派
遣
の
真
の
目
的
は
、加
賀
に
お
い
て
古
九
谷
へ
と
結
実
す
る
、色
絵
磁

器
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
着
手
す
る
前
段
階
と
し
て
、有
田
を
追
放
さ
れ
て
長
崎
周
辺
で
生
活
の
糧

を
得
よ
う
と
し
て
い
た
、キ
リ
シ
タ
ン
陶
工
た
ち
と
接
触
す
る
こ
と
だ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。そ
の
根
拠
と
し
て
挙
げ
た
い
の
が
、古
九
谷
の
優
品
に
見
ら
れ
る「
名
物
裂
」の
意
匠
で

す
。こ
の
よ
う
な
意
匠
構
成
は
、「
名
物
裂
」を
実
見
す
る
こ
と
な
し
に
は
構
想
で
き
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。そ
こ
で
、古
九
谷
の
絵
付
け
に
関
与
し
た
工
人
は
、加
賀
藩
３
代
藩
主
・
前
田
利
常

の
卓
越
し
た
好
み
を
称
揚
す
る
意
味
を
こ
め
て
、自
分
た
ち
と
と
も
に
加
賀
に
渡
っ
た「
名
物
裂
」

を
意
識
し
た
意
匠
に
よ
っ
て
、古
九

谷
の
優
品
を
制
作
し
た
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

石
畳
文
と
さ
れ
る
本
作
も
、「
遠
州

緞
子
」を
意
識
し
た
も
の
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
し
て
蛍
光
X

線
に
よ
る
科
学
分
析
の
結
果
、本
作

に
使
用
さ
れ
て
い
る
青
色
釉
薬
は
、

イ
エ
ズ
ス
会
が
セ
ミ
ナ
リ
オ
で
西

洋
絵
画
を
教
授
・
制
作
す
る
た
め
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
輸
入
し
た
顔
料
を

使
用
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。

《色絵石畳双鳳文平鉢》 古九谷　いろえいしだたみそうほうもんひらばち　こくたに
口径：34.7cm　底径：20.4cm　高：7.5cm
江戸時代	17世紀

à	la	carte　No.77アラカルト ただいま展示中

地域に根ざした
情報発信

石川県での
知名度向上

自治体発行の
信頼度の高い
広報媒体

「石川県立美術館だより」「石川県立美術館だより」 ？？サービス・集客に広告を
掲載してPRしませんか

広報紙広告ならではの
メリット

財源確保 検索

※株式会社ホープの広告事業は、2021/12/1付で「株式会社ジチタイアド」に分社化しております。ジチタイアド092-716-1401 福岡県福岡市中央区薬院1-14-5MG 薬院ビル7F（
代
表
）

お問い
合わせは

他エリア自治体広告もお任せください！ 株式
会社

広告


